
評価 コメント

「学ぶ楽しさ」を味わわせる授
業の実現（河辺小授業スタイル
の共通実践、質の高い授業の共
通理解、校内研究の活性化）

基礎的・基本的な学力の定着
（「はい・立つ・です」等授業
規律の共通実践、河辺ドリル・
ステップアップ等の取組、家庭
学習の習慣化の方策）

学習環境の整備・活用（一人1端
末を中心としたICT機器「1日1活
動」の実施、人的環境整備活
用、校内整備、図書重点校の取
組）

教師と児童の信頼関係の構築
（児童理解一人1取組、道徳授業
の充実、教師の「率先垂範」や
適切な言動、適時的な指導）

人権教育推進・規範意識育成
（「ハートフル河辺小プラン」
の活動推進、生活指導の充実、
いじめを許さない指導・未然防
止・早期発見・早期対応、「河
辺しぐさ」の指導）

主体性の伸長（特別活動の充
実、学校行事の充実）※特別活
動（クラブ活動、委員会活動、
学級活動、縦割り班活動等

体育・健康に関する指導の充実
（体育指導や体育的活動の充
実、オリパラスポーツ教室の実
施）※体育的活動＝縄跳び、マ
ラソン大会等

青梅学の推進（地域の自然や環
境、歴史や文化財等の教材化、
御岳移動教室等、愛鳥モデル
校、動物飼育推進校の取組）

個に応じた指導の充実（「こと
ばときこえの教室」と通常学級
の連携、特別支援委員会を核と
した組織的な対応）

学校からの情報発信（家庭や保
護者への適時的かつ適切な情報
発信）※学校便り、学年だよ
り、ホームページ、配布プリン
ト、メール配信

丁寧かつ組織的対応の徹底（保
護者等からの相談等への迅速な
対応、必要に応じ学年・生活指
導部・特別支援委員会・管理職
と組織的に対応）

教育活動を通した連携強化（学
校行事の充実、学校公開や保護
者会の工夫、学校評価・アン
ケートとの活用、地域行事等へ
の参加）

※評価について　A:よくできた　B:まあまあできた　C:あまりできなかった　D:できなかった
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目指す学校像「一人一人が輝く、楽しい河辺小学校」　～「向上心」とその基盤となる「自己肯定感」を育む～

令和４年度　青梅市立河辺小学校　　学校評価シート

具体的な方策 評価 分析結果

１　学力向上と主体的な学びの推進　　　

３　特色ある教育活動の充実　

＜学校経営方針の重点＞

２　豊かな心の育成

4　家庭・地域との連携　


